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坂・西郷・清田・井探，2002）や，約6剤の母  

親が友人から心理的サポートを壕けていると感  

じている（荒木・大石・岩木・渡辺・池田・達  

m・小川．2001）ことから明らかであるt二．した  

がって．母親の主要な社会的ネットワークを構  

成し．家族に次ぐ重要なソーシャルサポート源  

である友人が作られる育児グループ・ひろばと  

育児ストレスとの関連を明らかにする必要があ  

ると考えられる。   

中村ら（2002）は，実際に育児グループ・ひ  

ろばがどのような機能をもっているかについ  

て．自助的子育てグループの研究において，子  

育てグループ参加者から「子育て仲間に知り合  

えた」「子育ての悩みや不安が解消」といった  

「ポジティブな感想」や，「子どもI司土のトラブ  

ル」「役割分担が負担」といった「ネガティブ  

な感想」といった様々な感想を摘出している。  

これら個人の感想は，グループに参加すること  

によって得られる効果ということが出来るであ  

ろう。このようなグループ参加の効果が育児ス  

トレスと関連していると考えられる。しかし，  

育児グループ・ひろばへの参加と育児ストレス  

との関連を直接的に扱った研究は少ない。   

現在，子育て支援事業は様々な展開をみせて  

いる。その中でも，恒常的に参加する機会があ  

る育児グループ・ひろばの形態が母親同士の社  

会的ネットワークを構築する点で重要であると  

考えられる。そこで，本研究ではその育児グ  

ループ・ひろばを4種類に分類し，それらを操  

作的にサークル，ひろば，相互保育学級．子膏  

問題と目的  

税軋 わが剛こおいては少子化や子育て不安  

をめぐる問過が指摘されて久しく，政府ほ「少  

十化社会対策基本法」「次世代育成支援対策基  

本法」の成立や児童福祉法改正といった動きを  

見せている。しかし，社会や地域が十分に子育  

てを支揺する環境にあるかについて，国民の間  

では「不十分」との意識が強い（こども未来財  

「軋 2004）ことから，さらなる子育て支援の充  
実が必要であるといえる。   

乳幼児をもつ母親の社会的ネットワークは．  

母親の子どもに対する情動面を活性化し，子育  

てに関する経験を増やす場として役立ち（千ど  

も未来財団．2004），育児ストレスを軽減させ  
（阿部・白川・贋瀬・寺本・高橋・平松・斉藤・  

山崎・三国・岡光．2006），育児不安を軽減さ  

せ，子どものよりよい発達につながるなど，育  

児支授の重要な要素として考えられている。   

なかでも，育児サークルや親子の集まるひろ  

ば（以下，育児グループ・ひろば）は．子育て  

家庭がよく利用する子育て支授の60％以上を占  

めている（金子，2006）。このことから．育児グ  

ループ・ひろばは母親の重要な社会的ネット  

ワークのひとつであり，育児中の母親のストレ  

ス軽減に影響を与えていると推察される。   

ソーシャルサポート源としての友人の重要性  

は，母親がいつも相談する相手として，友人が  

夫（85．7％）についで2位（73．5％）であるこ  

と 仲村・小山・原田・松田・山岡・斉藤・長  
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果や参加者の育児ストレスとの関連を明らかに  

することを目的とする。  

方  法  

調査対象1甘内の4つの育児サークル（32名）．  

3つのひろば（40名），3つの子育てクラブ（37  

名），2つの相互保育学級（31名）に参加してい  

る母親計140名を対象とした。年齢は24～44歳，  

平均年齢は34．11歳（SD＝1．13）であった。  

調査時期 2007年9fj13日から10月30日に実施  

した〔，  

調査実施手続き 個別自記式の督問紙瀾査で実  

施されたl∴育児サークル，母親クラブ，乳幼児  

家庭教育学級については，－－一斉に配布し，自宅  

に持ち帰って実施された。．ひろばについては個  

別配布・個別回収形式で実施された。調査票は  

封のされた封筒で回収されたL，国答依頼時に文  

番と口頭で説明合意しており，謝礼は提示しな  

かった。－  

調査内容 調査内容は以下の通りであった。  

① フェイスシート：子どもの艶 子どもの年   

齢，母親の年齢，母親の職菜．家族構成員，   

巌終学歴，現在参加している育児グループ・   

ひろばの致の記入を求めた。  

②帝児グループ・ひろばにおけるルールに関   

する意識：幾層‡統合的決定因（広田，1963）   

のうち∴調査対象者が属する育児グループ・   

ひろばにおけるルールの存在の認知を把握   

するために「このグループ・ひろばには   

はっきりとしたルールがあると思う」1項   

目について，「あてはまらない（1点）」「あ   

まi）あてはまらない（2点）」「どちらとも   

いえない r3点）」「ややあてはまる（4   

点）」「あてはまる（5点）」の5件法で回答   

を求めた。以下．⑨～⑦は同様の5件法で   

回答を求めた。  

⑨育児グループ・ひろばの凝集性に関する意   

識：集団統合的決完偶のうち調査対象者が属   

する育児グループ・ひろばにおける凝集性の   

認知を把捉するために使用した。集団態度尺   

度からの凝集性項目（EvanS＆Jarvis，986）．  

てクラブと命名する。   

サークルとは，育児中の母親が自発的に作っ  

たグループであり，その多くは母親のみで構成  

される，10人前後の比較的小さな集団である。  

メンバ岬は不定期的に穏やかに流動する。ひろ  

ばとは，特に決まったメンバーがいるわけでは  

なく，特定の曜日・時間に場所が確保されてお  

り，育児中の母親が自由に集まり解散するもの  

である。多くはボランティアによって運営され  

ているが，中には行政が主導しているひろばも  

ある。参加する母親の人数は日によって異な  

る。相互保育学級とは，行政主導で行われるも  

のであり，年度単位で参加者が募集される「】参  

加者は2つの班に分かれ，一回交代で一方の班  

が講座を受け，もう一方の址が2斑分の子ども  

の保育を行うものである。一学級30組程度のと  

ころが多い。子育てクラブとは，全国的な組織  

をもつもので，参加者は居住地域に近いクラブ  

に応募する。   

育児サークル・ひろばは一種の粂川であると  

いえる【〕集団にはそれぞれ特色があり．それら  

は規範や凝集性，相互依存性といった様々な特  

性から捉えなおすことが可能である。集団の  

様々な特性はそこへ属もLくは関連する個人の  

行動ないL藷誠に大きな影響を与えると考えら  

れている（e．g．，Tbmas，1957；Zelst，1952：ホッ  

グ．1994）。そのため．育児グループ・ひろばと  

いった集団に参加する母親の育児ストレスや参  

加の効果を検討するにあたり，集団の特性の影  

響を無視することはできない。広田（1963）は  

集団が個人に与える影響として大きく二つの側  

面を挙げている。1つ目が集団の分化された部  

分間に確立された関係の強さの要因である集団  

構造的決定国，2つ目が集団のまとまりを良く  

するように働く集団統合的決定困である。集団  

構造的決定国には役割やリーダーの有無など，  

集団統合的決定困には集団内の規範，凝集性．  

おしゃべりなどが含まれると考えられる。本研  

究では，この2つの集団決定因を集団の心理的  

特性として扱うものとする。   

以上より，本研究ではそれぞれの育児グルー  

プ・ひろばの特徴と．そこへ参加することの効  
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Ⅰ二藤・佐藤：地域育児グループ・ひろばの特性と育児ストレスの問連   

時間：⑧と同様の目的で，グループの総活   

動時間数および特是清動時間以外の時F乳   

特定活動時間中のおLやペリ時間数および   

特売活動以外♂）時間中のおLやべり時間数   

の記入を求めた。  

瀬い育児グループ・ひろばにおける安ノL、に関する   

意識：所属する育児グループ・ひろばでの柑   

親の子どもに関する被拘束鹿を測定するため   

使用した（二，l‾特定の活動をしている時以外で．   

このグループ・ひろば内で，お了■さんから安   

心して日を離すことができますか」1項「1に   

ついて．「そ・う思う（5点）」「ややそう一県う   

（4．tさ．り」「どちらともいえない（3ノい」「あま   

り思わない（2点）」「まったく思わない（1   

．舶」の5件法で回答を求めた 

－、1i、l育児グループ・ひ7）ばへの参加蘭慨∵曾根ブ   

ループ・ひろばへの参加率を算肝尋‾るため，   

グループ・ひろばの上Jの活動回数通よびひ   

とf＝二参加する回数の記入を求めた。  

⑩育児ストレス感仕度 卜軋 200（））：育児期の   

母親連が抱える様々な心坪的・身体的スト   

レス反応を測窪する尺度である。32項ト］そ   

れぞれについて．「全くそう感じない（1   

点＝「あまりそう感じない（2点ト＝‾やや   

そう感じる（／3点）」「そ・う感じる（4．・黒－j   

「非常にそう感じる（5．勘」の5作法で回   

答を求めた 

結  果  

1，育児グループ・ひろば参加の効果尺度の尺  

度構成および信頼性の検討   

育児グループtひろば参加の効果について．  

質問紙に不備のあった1項目を除いた18項目に  

対して，主因子法，プロマ・ソクス回転による国  

子分析を行った。因子負荷豊が．35以下であっ  

た2項目を除き再び同様の手順で因子分析を  

行った。抽出された各因子とそれに含まれる項  

臥 基礎統計量，共通性．田子負荷養および亡上  

係数をまとめたものを籠blelに示す。、なお．  

各因子の代表項目の単純合計得点を下位尺度得  

点とした。第1因子に負荷量の高い項目は「ス  

スポーツ凝集性質間衷（Martcns＆Peterson，  

1972）．喚問凝鮭性尺度（Stokes，1983）から，   

矧寸l内の親軒性の報告及び集団内の個人に対   

する魅力に関する6項＝釘抜粋し，語句を修   

正Lて佗糊Lた 

l＼育氾グループ▲ひろばのリーダーに関する   

意識：範団構造的決定劇＝宜川1．1963）のう   

ち，調杏対象者が属する育氾グループ・ひ   

ろばにおける参加卜者内のリーダーの有鍵に   

ついての認知を把揺するために使用Lた 

「参加者の母親の小にリーダーの役割をして   

いる人がいると思う」1項「す。 

5）境川フす－マル性尺度：鶴間構造的決定囲の   

うち調査協力者が属する育児グループ・ひろ   

ばにおける役割の認知を把握するために．集   

川フォーマル件H度（新札 2（）04）か「）4瑚   

lほ抜粋L．語句を修l卜して使用した 

6J帝把グルいプ・ひろば参加の効慄沃掴卜育児   

グループ・ひろばに参加して得られた効果   

を測定する1（）項口を独自に作成した。作成   

に当たってはサ備調査での『育児グループ・   

ひろばに参加Lて良かったこと．嫌なこと．   

息抜きになっているかどうか』への阿答内   

のポジテナプな項Hおよび中村（2001）の   

グループに参加した感想のうち「ポジティ   

ブな感想」をを考にした 

ヰトナ育てづきあい積極的親和一性尺度：母親の   

個人特′性が育児グループ・ひろば参加の効   

果及び育児ストレスに及ぼす影響を分∵析す   

るため．11」間（2002）が作成した，母親の対   

人関係における個人特性のうち．社交性や   

親和性を測定する19項目の尺度を億用したr 

事・育児グループ・ひろばにおけるおしゃべりに   

関する意識：集団統合的決宝周のち．調査協   

力者が属する育児グループ・ひろば内のお   

しゃべりの多きの認知についての質問r〕「この   

グループ・ひろば内で他のお母様とおしゃべ   

りすることが多いですか」1項目について，   

「多い（5点り「やや多い（4点り「どちらと   

もいえない（3点り「やや少ない（2点り「少   

ない（1点）」の5件法で回答を求めた。  

⑨育児グループ・ひろばにおけるおしゃべり  
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Tもblel過去に受けたいじめ被害尺度の国子分析結果（主因子法，バリマックス回転）  

尺度全体  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  

因子1 気分転換（αニ．88）  

8．ストレス発散になる  

12．気分転換になる  

9．家の中で遊ばせる時よりもイライラしない  

10．親子で楽Lい時を過ごせる  

2，出かけるところがあって気がまぎれる  

11．子育て仲間に知り合える  

7．親子ともに友人が増える  

14．役立つ情報を得られる  
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 因子2 悩み・不安解消（α＝．76）  

5．母親同士、共通の悩みを話し合える  

1．先輩ママから育児のことを学べる  

17．悩みや不安が解消できる  
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相子3 母子の運動性・活発性の向上（α＝．71）  

‘i．遊びの種類が増える  

：i．自分の運動になる  

6．予どもが活発になる  
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園子4 子どもの成長・教育（α＝．78）  

16．√tどものしつけや教育に役立つ  し88） －．21   ．25  －▲（）1  ．泌  

（．83）   ．26  －．16  ．17  ．62  

3．83  

15．ナビもの社会性などの能力を育てるのに役立つ 4．35  

．65   ．50  ．46  

．49   ．39  

．46  

往）（）内は標坪偏差。  

トレス発散になる」「気分転換になる」「家の中  

で遊ばせる時よりもイライラしない」など，気  

分の改革を示す項目であり，「気分転換」因子  

と命名された。第2因子に負荷量の高い項目は  

「母親同士，共通の悩みを話し合える」「先輩マ  

マから育児のことを学べる」など，同じ母親の  

立場で生起する共通の悩みや不安の解消を示す  

項目で，「悩み・不安解消」因子と命名された。  

第3因子に負荷量が高い項目は「遊びの種類が  

増える」「自分の運動になる」など，親子の活  

動の種類・量の増加を示す項目であり，「母子  

の運動性・活発性の向上」国子と命名された。  

第4国子に負荷量が高かったのは「子どものし  

つけや教育に役立つ」「子どもの社会性などの  

能力を育てるのに役立つ」など，子どもの社会  

的な成長や教育への役立ちを示す項目であり，  

「子どもの成長・教育」因子と命名された。  

2．母親の特徴   

各育児グループ・ひろばに参加1している母親  

の傾向を明らかにするため，参加している母親  

の年齢．子どもの数，末子年齢．参加している  

場所の数，子育てづきあい積極的親和性尺度の  

下位尺度得点について，サークル・ひろば・相  

互保育学級・育児クラブの4群で分散分析を  

行った。各群の平均値および分散分析の結果を  

nble2に示す。   

検定の結果，母親の年齢に関して有意な差が  

見られた。また，子どもの数，末子の年齢に関  

しても有意な差が見られた。しかし，参加Lて  

いる場所の数，積極的社交性および消極的内向  

性に関しては有意な差は見られなかった。   

有意な差が見られた変数については，等分散  

性が仮定されたものはnlkey法，等分散性が仮  

定されなかったものはDunnettのT3法で多重  
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nble2 各集団別の母親の特徴の平均値と標準偏差，分散分析結果  

①サークル （さひろば  ③学級  ㈲クラブ   ダ値  多重比較  

32  37  31  37  

34．59  32．51  35．13  34．43  

3．67  4．35  2．79  4．38  

3．02＊  ③＞③＊   N  

母親の年齢  M  

SD  

32  40  

1．56  1．20  

0．62  0．41  

9．83＊＊ ③，④＞②＊＊  

（お＞②＊   

31  37  

1．94  1．68  

0．73  0．58  

N  

子どもの数  M  

SD  

N  32  40  

末子の年齢  M  l．鋸  1．05  

SD  l．17  0．71  

31  37．00  

1．32  2．03  

1．14  1．24  

6，63＊＊  

（丑，（弧＞④＊＊   

32  37  

1．69  2．24  

0．86  1．01   

31  37  

1．71  1．84  

1．04  0．83  

N  

場所数  M  

SD  

32  4C1 

9，69  10．45  

2．36  3，07   

31  37  

10．42  9．19  

2．55  2．01   

N  

積極的社交親和性  M  

SD  

32  39  

6．56  6．41  

2．08  2．44  

31  37．00  

6．16  6．46  

2．07  1．94  

N  

消極的内向性  M  

SD  

注）学級＝相互保育学級，クラブ＝子育てクラブ「ノ  

＊尊く．01．＊隼＜．05。  

比較を行った。以後，多重比較に関しては上記  

と同様の手続きを行った。   

多重比較の結果，母親の年齢は相互保育学級  

がひろばよりも高かった。子どもの数は，サー  

クル・相互保育学級・子育てクラブがひろばより  

も有意に多かった。末子の年齢は，サークル・子  

育てクラブがひろばよりも有意に高かった1。   

したがって，ひろばに参加する母親のほうが  

他のグループに参加する母親よりも若く，チビ  

もが少なく，末子が幼いことが明らかになった。  

3．育児グループ・ひろばの特徴   

各育児グループ・ひろばの集団の特徴を明ら  

かにするため，集団統合的決定因全体および  

ルール，凝集性，おしゃべり，集団構造的決定  

国全体およびリーダー．役軌 安心度および参  

加率についてサークル・ひろば・相互保育学  

級・子育てクラブの4群で分散分析を行った。  

各群の平均値および分散分析の結果を′指ble3  

に示す。検定の結果，集団統合的決定因全体，  

ルール，凝集性，集団構造的決定国全体，リー  

ダー，役割，参加率に関して有意な差が見られ  

た。しかし，おしゃべり，安心度に関しては有  

意な差は見られなかった。有意な差が見られた  

変数については．多重比較を行った。   

多重比較の結果，集団統合的決定国全体は  

サークルがひろば・学級・子育てクラブより有  

意に高かった。また，相互保育学級が子育てク  

ラブより有意に高かった。ルールは相互保育学  

級がサークル・ひろば・子育てクラブよりも有  

意に高かった。凝集性はサークルがひろば・子  

育てクラブよりも有意に高かった。また，相互  

保育学級は子育てクラブより有意に高かった。   

集団構造的決定国全体は，相互保育学級・子  

育てクラブがサークルより，さらにサークルが  

ひろばより高かった。リーダーはサークル・相  

互保育学級が子育てクラブより，さらに子育て  

クラブがひろばよりも有意に高かった。役割は  

相互保育学級・子育てクラブがサークル・ひろ  

ばより有意に高かった。   

参加率は，相互保育学級・子育てクラブが  

サークルより，さらにサークルがひろばより高  

か一〕た。．   

したがって，集団統合的決定因，特に凝集性  
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′馳ble3 各集団の特徴の平均値と標準偏差，分散分析結果  

しpサいケル ⑧ひろば  ③学級  ④クラブ  ダ値  多重比較   

31  34   10．56＊＊ しや＞（む（卦蓬）＊＊  

30．即  27．09  ⑨＞④＊  

3．98  5．62   

32  35  

33．44  28．83  

5．16  4．34  

N  

統合的決定周全体  M  

SD  

31  36  9．86＊＊ ③＞心碧痩〕＊＊  

4．・48  3．50  

0．72  1．16  

32  36  

3．47  3．U6  

1．41  0．98  

N  

ルール  M  

SD  

31  34   14．01＊＊・ニ手＞②毎）＊＊  

22．39  19．53  ⑨＞セ）＊  

3．36  4．61   

N  32  36  

凝集性  M  25．72  21．83  

SD  3．43  4．02  

31  37  

4．00  4．08  

0．∈）7  （〕．89  

32  39  

4．25  4．03  

1．08  1．06  

N  

おLやべり  M  

SD  

n．S．  

31  35  28．49＊＊ ③＞㊥＞（令＊＊  

17．94  16．14  （弟＞（il＊  

3．75  3．20   

31  35  

13．65  9．89  

4．09  4．06  

N  

構造的決定因全体  M  

SD  

31  36   18．72＊＊J、J）、ヨ1、古）＞し才）＊＊  

4．亜  3．リ2  （r）＞せ＞（亘）＊  

（）．77  0．91  

32  36  

4．6ニi  2．97  

0．87  1．36  

N  

リ｝ダ…  M  

SD  

N  こi1  35  31  35．（JO  26．58＊＊「郭カノ＞n二｝（′2〕＊＊  

役割  M  9．00  6．97  13．45  12．23  

SD  3．92  3．02  3．32  3．01  

25．00＊＊ ③＞しlノ）＞②＊＊  

：4）♪甘＊＊  

「室〕二＞イ：＊  

28  32  

n．99  0．94  

け03  0．15   

N  

参加率  M  

SD  

28  28  

0．84  0．65  

0．15  （）．25   

29  36．00  

3．55  3．22  

1．ー）9  0．93  

N  

安心度  M  

SD  

30  37  

3．83  3．49  

0．83  0．99  

往）学級＝相互保育学級．クラブ＝子育てクラブ。  

錮暑く．01．＊隼く05。  

かにするため，集団統合的決定国全体および  

ルール，凝集性，おしゃべり，集団構造的決定  

国全体およびリーダー，役割，安心度および参  

加率についてサークル・ひろば・相互保育学  

級・子育てクラブの4群で分散分析を行った  

（′指ble4）。ただし，育児ストレス感全体およ  

び育児ストレス感の下位尺度においては有意な  

差が見られなかった。検冤の結果．効果全体，  
気分転換．悩み一不安解消．子どもの成長・教  

育において有意な差が見られた。しかし，運動  

性・活発性の向上においては有意な差が見られ  

なかった。   

多重比較の結果，効果全体はサークル・ひろ  

ばが相互保育学級・子育てクラブよりも有意に   

ではサークルや相互保育学級が子育てクラブや  

ひろばより高いが，ルールに関しては相互保育  

学級が他の3群より高いことがいえる。また，  

集団構造的決定困，特に役割に関しては相互保  

育学級・子育てクラブがサークルやひろばより  

高いが．役割■に関してはサークル・相互保育学  

級が子育てクラブやひろばよりも高いことが分  

かる。参加率は集団構造的決定国および役割と  

同様の順となった。  

4．育児グループ・ひろばの種類別に見た効  

果・育児ストレス感   

各育児グループ・ひろばに参加している母親  

が感じている効果および育児ストレス感を明ら  
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籠ble‘4 各集団の種類数別に見た効果の評価得点の平均値と標準偏差，分散分析結果  

井サークル ぜひろば  ③学級  潮クラブ   ダ値  多重比較  

31  39  31  37   8．73＊＊ ①＞⑨④＊＊  効果全体  N  

M  

SD  

65．55  弧41  蓬）＞④＊＊  

5．74  9．29  ②＞③＊   

71．45  70．10  

6．50  7．68  

気分転換  31  37   5．63＊＊ 庄）＞④錮  

35．23  34．00  （妻）＞摺）＊  

3．91  5．05   

N  32  40  

37．50  36．90  

2．91  3．69  

悩み・不安解消  N  

M  

SD  

31  37  12．61＊＊ ①＞⑨④＊＊  

11．58  10．81  （至〕＞④＊＊  

1．65  2．36  （茎う＞【j）＊   

32  39  

13．25  13．08  

1．95  1，86   

運動性・活発性の向上  N  

M  

SI〕  

32  40  

12．13  11．78  

2．03  2．63   

31  37  

10．74  11．08  

1．97  2．25   

4．53＊＊ 雄ウ耳＊＊  

しむ＞耳－＊  

√どもの成長・教育   N  

M  

SD  

32  40  

軋72  臥5（〕  

1こう二i  l．50  

3（）  37  

8．07  751  

1．62  1．5（）  

注）サ級＝相互媒育学報りクラブ㌧†丞てクラブ 

＊＊♪一＼01．＊＊♪くこ、い5リ  

［′1信欠如・百計 子育て否定感，感情の不安定  
感．子育て岐労感）であった。   

ステップワイズ法の重匝I帰分析によって行  

い，箪3水準の5変数を基準変数にして第2水  

準の変数を説明変数とする解析と，節2水準の  

4変数を基準変数にして第1水準の変数を説明  

変数とする解析を行った。いずれも，偏回帰係  

数の有意水準5％基準で投入した。  

1）調査対象者全体   

調査対象者全体でパス解析を行った。N＝＝  

140であった。解析の結果をngurelに示す。  

矢印は有意なパスを示し，数値は標準偏回帰係  

数を示す。   

まず，第2水準の4変数を基準変数にして第  

1水準の変数を説明変数とする解析では，すべ  

ての育児グループ・ひろば参加の効果の下位尺  

度への回帰式が有意となった。   

固から分かるように，「気分転換」イ悩み・不  

安の解消」は凝集性から正の，役割から負のパ  

スを受けていた。「運動性・活発性の向上」は  

リーダーから正の，役割から負のパスを受けて  

いた。また，「子どもの成長・教育」は凝集性か  

ら正のパスを受けていた。  

高かヶた∴気分転換はサークル・ひろばが子育て  

クラブより有意に満かったし，悩み・不安の解消は  

サークル・ひろばが相互保育学級よりも有意に  

高かった。f・どもの成良・教育はサークル・ひろ  

ばが子育てクラブより有意に高かった。   

したがって．効果全体，悩み・不安の解消に  

関してサークル・ひろばは相互保育学級や子育  

てクラブが拭く，気分転換，子どもの成長・散  

骨に関してはサークル・ひろばは子育てクラブ  

より高かった（〕  

5．育児グループ・ひろばの集団統合的決定国  

と参加の効果，育児ストレス感との関連   

育児ストレス感．参加の効果，集団統合的・  

集団構造的決定周の関連を明らかにするため，  

4種類の育児グループ・ひろばごとに重回帰分  

析によるパス解析を行った。範1水準は集団統  

合決冤因の3変数りレ←ルー 凝集性，おしゃべ  
り）および集団構造的決完瀾の2変数（リー  

ダー，役割）の2変数であり，第2水準は育児  

グループ・ひろば参加の効果の4変数（気分転  

寺乳 悩み・不安解消，運動性・活発性の向上  

子どもの成長・教育）であり，第3水準は育児  

ストレス感の5変数（社会的孤立感・孤独感，  

－35－   
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自信欠如・自責  

子育て否定感  

（R2＝．09）＊＊  

感情の不安定  

感  
－．24＊＊  
、  

（R2＝．1げ＊  子育て疲労感  

（R2＝．06）＊＊  

注）＊＊はpく．01．＊はpく．05を表す。   

Rgurel統合的・構造的決定因が参加の効果，育児ストレス感に及ぼす影響を検討す  

るパス解析の結果   

次に，第3水準の5変数を基準変数にして第  

2水準の変数を説明変数とする解析では，「子  

育て否定感」への回帰式が有意となった。ま  

た．「子育て疲労感」への回帰式も有意となっ  

た。「子育て否定感」は「気分転換」から負のパ  

ス，「子育て疲労感」は「運動性・活発性の向  

上」から負のパスを受けていた。また，凝集性  

は「気分転換」を介して「子育て否定感」に影  

響していた。さらに，リーダー，役割は「運動  

性・活発性の向上」を介して「子育て疲労感」  

に影響していた。  

2）サークル   

サークルの調査対象者群でパス解析を行っ  

た。N＝32であった。解析の結果をngure2に  

示す。   

まず，第2水準の4変数を基準変数にして第  

1水準の変数を説明変数とする解析では，「悩  

み・不安の解消」への回帰式が有意となった。  

また，「子どもの成長・教育因子への回帰式も  

有意となった。図から分かるように．「悩み・不  

安解消」および「子どもの成長・教育」は凝集  

性から止のパスを受けていた。   

次に，第3水準の5変数を基準変数にして第  

2水準の変数を説明変数とする解析では，「社  

会的孤立感・退屈感」への回帰式が有意となっ  

た。また，「子育て否定感」への回帰式も有意  

となった。さらに，「感情の不安定感」への回  

帰式も有意となった。「社会的孤立感・退屈感」  

「子育て否定感」「感情の不安定感」は「運動  

性・活発性の向上」から負のパスを受けてい  

た。しかし，参加の効果を介した集団統合的・  

構造的決定因の間接的な影響はみられなかっ  

た。  

3）ひろば   

ひろばの調査対象者群でパス解析を行った。  

N＝40であった。解析の結果をFigure3に示  

す。   

まず，第2水準の4変数を基準変数にして第  

1水準の変数を説明変数とする解析では，すべ  

ての育児グループ・ひろば参加の効果の下位尺  

度への回帰式が有意となった。「気分転換」は  

おしゃべりから正のパスを受けていた。また．   
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自信欠如・自責  

子育て否定感  

（R2＝．14）＊  

（R2＝．39）綿  子育て疲労感  

注）＊＊はpく．01．＊はpく．05を表す。   

Figure2 サ…クルにおける統合的・構造的決定囚が参加lの効果．育児ストレス感に及  
ぼす影響を検討するパス解析の結果  

自信欠如・自責  

子育て否定感  

（R2＝．27）琳  

感情の不安定  
感  

子育て疲労感  

（R2＝．13）＊  

注）＊＊はpく．01．＊はpく．05を表す。   

n卯re3 ひろばにおける統合的・構造的決定因が参加の効鼠育児ストレス感に及ぼ  

す影響を検討するパス解析の結果  
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「悩み・不安解消」「チビもの成長・教育」は凝  

集性から正のパスを受けていた。「過勤性・括  

賂性の向上」はリーダーから正のパスを受けて  

いたtっ   

次に，第3水準の5変数を基準変数にLて第  

2水準の変数を説明変数とする解析では，「子  

育て否定感」への回帰式が有意となった。，ま  

た，「子育て疲労感」への回帰式も有意となっ  

た。「子育て否定感」は「悩み・不安解消」から  

負のパス．「了・育て疲労感」は「連動性・活発性  

の向上」から負のパスを骨けていた。また，凝  

髄性は「悩み■不安の解消」を介して「子育て  

否定感」へ影響していたし▲，さらに．リーダいは  

「運動性・活発件の向上」を介して「子育て行定  

感」へ影響していた。  

4）相互保育学級   

相互保育学級の調査対象者群でパス解析を  

行った。N＝31であったが，有意な甘柿式はみ  

られなかった。  

5）子育てクラブ   

子育てクラブの調査対象者でパス解析を行っ  

た。N＝37であったL－解析の結果をFigure4に  

示すし   

まず，第2水準の4変数を基準変数にして第  

1水準の変数を説明変数とする解析では．「気  

分転換」への回帰式が有意となった⊥1また．  

「運動性・描写紺Eの向上」への回帰式も有意と  

なった。「気分転換」は凝集性およびおしゃべ  

りから止のパスを凄けていた。また．「運動性・  

活発件の向上」はり【ダーから正のパスを受け  

ていた｛二．   

次に．節3水準の5変数を其準変数にして第  

2水準の変数を説明変数とする解析では，「子  

育て否定感」への回帰式が有意となった。「－r・  

育て否定感」は「気分転換」から負のパスを浸  

けていた．1また，凝駄作およびおしゃべりは  

「冥分転粍」を介して「ナ育て査定感」へ影響  

を与・えていたい  

考  察  

1．育児グループ・ひろば参加の効果尺度につ  

いて   

予備調査および号l柑ら（2（〕り2）から収粧した  

自信欠如・自責  、－、－・36＊＊  
ヽ  ヽ  

子育て否定感  

（R2＝．13）＊  

感情の不安定  

感  

子育て疲労感  

注）＊＊はpく．01．＊はpく．05を表す。  

Figure4 子育てクラブにおける統合的・構造的決定因が参加の効果，育児ストレス感  

に及ぼす影響を検討するパス解析の結果  
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子どもだけでなく世話をする母親も活動量が増  

え，子どもと一緒に運動することで育児ストレ  

スの解消につながると考えられる。  

2）ひろば   

ひろばは，特定のメンバー がいるわけではな  

く，開かれた場に自由に母親が集い交流し解散  

していくものである。集団としてのまとまりは  

サークルほど高くなく，はっきりとしたリー  

ダーも役剤も，集団としての構造もないことが  

示された。これは前述したようなひろばの仕組  

みによるものだと考えられる。また、参加者が  

丁・どもの少ない若い柑親が多いという傾向か  

ら，初めて子どもを持つ母親にとっても気軽に  

参加できる，母親同士の交流の箪－【M一歩に適した  

場であると考えられるし   

また，サークルと同様，気分転換や悩み・不  

安の解消，子どもの社会的な成長をはじめとす  

る参加することによる効果の実感は強かった。   

韓日■‡のまとまりの強さやおしゃべりが多いほ  

どt そしてはっきりとしたりれダーが認識され  

ているほどこれらの効果が高まることが明らか  

になったが．まとまりの強さやおしゃべりに関  

しては，やはり他の母子との交流が良い影響を  

及ぼしていると考えられる。交流を通して悩み  

や不安を共有し．「悩んでいるのはうちだけで  

はなかった」と安心することで子育てに対する  

否定感が軽減されるのだと推察する。リーダー  

の認識に関しては．ひろばはその性格rL，参加  

者の母親の中でリーダーは出来にくいが，参加  

頻度の高いいわゆる“常連さん”グループのな  

かでリーダーの役割をする母親が自然と現れる  

と，そのようなグループの中で情報交換をする  

ことで遊びの種類が増え，また、子供同士が仲  

良くなり活発性が向上するのでないかと考えら  

れる 

3）相互保育学級   

乳幼児学級は行政が主導となり．メンバーが  

年度ごとに募集され，役員や法構成もしっかり  

と決まっている集団である。その仕組みのため  

か集団のまとまりが高く，ルールや役乱 はっ  

育児グループ・ひろば参加の効果について，主  

因子法，プロマックス回転による国子分析を  

行った。その結果，「気分転換」「悩み・不安解  

消」「母子の連動性・活発性の向上」「子どもの  

成長・教育」の4園子が細田された。   

このことから，乳幼児を持つ母親が育児グ  

ループ・ひろばに参加することで得る効栄に  

は，自宅で子どもと2人きりの状況から息抜き  

する効果，同年代や少し先輩の母親たちが集ま  

る場に参加し育児をする上で共通に生じる悩み  

や不安を共有しあい解消する効果，昔ながらの  

遊びを敢えてもらったり，家の中よりも広い場  

所で活動することによって母子共に活発に遊ぶ  

効果，同年代の子どもたちが集まる場に参加す  

ることで子ども同士が交流L，しつけや社会件  

の成長面でプラスになるという効果の4側面が  

存在することが明らかになった。  

2．育児グループ・ひろばの特徴  

1）育児サークル   

育児サークルは，その多くが近くに住む位親  

同士が集まり，自然発生的に出来た集団であ  

る。集団の特性として，はっきりとしたルいル  

はあまり無いがt まとまりが強く．サークルの  

中心となるリーダーがいるものの，それ以外の  

役割分担はあまりなされていないことが明らか  

になった。   

気分転換や悩み・不安の解消，子どもの社会  

的な成長をはじめとする参加することによる効  

果の実感が強かったが，これらは集団の凝集性  

に拠ることが明らかになった。サークル内で友  

人関係を構築し，お互いに親密になることで母  

親同士の会話が増え，リフレッシュや不安の共  

有と解消が起きると推察される。子どもに関し  

ても，サークル内のまとまりが強い状態では．  

日然と子供同士も遊びヤすく．その結果，協力  

して遊ぶことやけんかを通して社会性が発達す  

ると考えられる。   

また．母子の運動性・活発性が向上すること  

で育児ストレス感が減少することが明らかに  

なったが，特に公園の大規模な遊具を使って活  

動する外遊びがメインのサークルにおいては，  
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た。なかでも．参加の効果や育児ストレスの軽  

減に強く関連するのは集団の親密な交流によっ  

て生じる凝集性の高さと，集団内での母親の役  

割であると考える。   

集団内の凝集性の高さが「気分転換」「悩み・  

不安の解消」「子どもの成長・教育」効果を増進  

し，これらの効果が，子育て否定感や子育て疲  

労感をはじめとする育児ストレスを軽減するこ  

とが明らかになった。しかし一方で，集団内に  

果たさなければならない役割がある場合，育児  

グループ・ひろばへ参加することの効果は阻害  

され∴結果としてストレスの軽減を阻害するこ  

とも明らかとなった。その点から言えば．育児  

サークルは鶴間のまとまりも強く，役割も少な  

いため，参加の効果が最人に得られるといえ  

るー＿、   

しかし，サ傭調査において「グループの結束  

が強くて入i）づらい」という意見も採壊されて  

おり．集川内の凝集怖が高い場合．新規メン  

バーの加入を妨げる叫能恰も考えられる。ひろ  

ばは凝集性がさほど高くなく，育児初心者の若  

い母親も多いため新たな参加者も入りやすいと  

考えられる〔、サークル等においても，アット  

ホームな雰囲気であF）かつ既存の集団のみで輪  

を作らず，むLろ新しいメンバーもその輪に引  

き込む体制であることが望まれる。  

4．今後の課題   

本研究においては育児グループ・ひろばの参  

加者についてのみ研究を行ったため．育児グ  

ループ・ひろばに所属せず交流している母親同  

士については研究の対象外であった。本研究に  

おいて母親同士の交流の重要性が明らかであっ  

たため，今後は育児サークル・ひろば内に限定  

しない母親同士の交流についても研究を進める  

必要性がある。   

本研究では育児グループ・ひろばと育児スト  

レスの関連を重視して研究を進めてきた。しか  

し，育児グループ・ひろばを息抜きの場所，育  

児の骨休め的なものとして見るだけではなく，  

母親の成長の場として見る視点も必要である。  

その点からいえば，今回ネガティブな要素とし   

きりとしたリーダーの存在があることが本研究  

の結果によって明らかになった。しかし，参加  

することで得られる効果，特に悩みや不安の解  

消については低い結果となった。   

これらに関して．予備調査中に相互保育学級  

に関して「預け合いが大変だった」という感想  

が得られたが，相互保育という性格上，自分の  

子どもだけではなくペアの子どもにも気を遣わ  

なくてはならず，あまり他の母親と交流する余  

裕が出来ず結果として効果が薄くなってしまっ  

たのではないかと考える。  

4）子育てクラブ   

子育てクラブは，全国的な親組織をもち，メ  

ンバーやリーダーがほっきりと決まっている集  

団である。集団としてものまとまりはサークル  

や相互保育学級より弱いが，役割など集団とし  

ての構造はしっかりしており，参加率も高いこ  

とがわかる。   

しかし，気分転換や子どもの社会的な成長と  

いった参加することによる効果は低い。これ  

は，子育てクラブ内での役割は重いがあまり他  

の母親と親密ではないと感じている母親につい  

ては，育児からの一気分転換も阻害されてしまう  

ためであると考えられる。   

一方，子育てクラブ内のまとまりが良く，お  

しゃべりが多いと感じている母親は気分転換が  

上手く出来，それによって子育てに関する否定  

感が弱まっていると感じている。子育てクラブ  

内全体としては，あまり集団のまとまりは良い  

と認識されていない傾向にあるが，その中でも  

他の母子と交流を密に持っている場合，上手く  

気分転換を図って育児ストレスを軽減させてい  

ると考えられる。  

3．総合的考察   

本研究では育児グループ・ひろばの特徴とそ  

こへ参加する母親の傾向，およびそれらの場へ  

参加することの効果や参加者の育児ストレスと  

の関連を明らかにすることを目的とした。   

本研究において，前項で述べたように，4種  

の育児グループ・ひろばの特徴が明らかになっ  
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て働いた集団内の役割などは，むしろ母親の成  

長にとっては有益であると考えられる。育児グ  

ループ・ひろばに関してさらなる包括的な研究  

が必要であろう。  
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